
（単位：千円）

事業件数事業費
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140,593

2006年度

148,926

2007年度

198,323

2008年度

76,607
187,611

2009年度

近年の事業費の推移

※このグラフの事業費は概算です。
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■新事業方針に基づく事業

1. 平和と安全への努力

2. グローバリゼーションの功罪への挑戦

3. 特定地域の理解促進

非伝統的安全保障

人口移動に関わる問題

2.豊かな社会の創造と民間非営利活動

民間非営利活動の機能強化と社会装置化

米国との交流事業

新型インフルエンザによるパンデミック対策と域内協力

EPA看護師・介護福祉士候補者ｅ-ラーニング研修
アジア型エイジング対応支援
人口変動の新潮流への対処

日米交流促進に向けて：日米オピニオンリーダー交流

グローバル政策課題に対する日米のパートナーシップ強化
日米相互依存関係の発信強化
日本の戦略的水平線の拡大と日米対話

区分 事業名 頁

P10

P11

P12

P13

■旧ガイドラインに基づく事業

1.多元的価値観の共存に向けて

文明の諸問題に対する
総合的理解の試み グローバリゼーションに対する文化指標の開発

知的財産の公共的活用促進のための仕組み作りと評価

イスラム宗教学校におけるカリキュラム改定支援

区分 事業名 頁
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非営利活動促進のための環境整備に向けた実践研究 P18
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一般事業
笹川日中友好基金 笹川中欧基金

笹川中東イスラム基金笹川汎アジア基金

笹川太平洋島嶼国基金
近年の事業費の推移

2009年度　事業費内訳

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

338,567

73,620
28,396

25,103

140,593

387,753

61,299
25,499

24,299
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357,319
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30,889
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事業件数

事業費総額： 450,448千円
　助成事業： 159,871千円
　自主事業： 290,577千円
事業件数： 計42件

一般事業

笹川日中友好基金

笹川汎アジア基金

合　計

笹川太平洋
島嶼国基金

176,607千円

27,247千円125,386千円

75,491千円 14件

2件15件

9件

笹川中東イスラム基金
45,716千円

2件

事業費
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（単位：千円）
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※このグラフの事業費は概算です。
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3. 特定地域の理解促進

非伝統的安全保障

人口移動に関わる問題

2.豊かな社会の創造と民間非営利活動

民間非営利活動の機能強化と社会装置化

米国との交流事業

新型インフルエンザによるパンデミック対策と域内協力

EPA看護師・介護福祉士候補者ｅ-ラーニング研修
アジア型エイジング対応支援
人口変動の新潮流への対処

日米交流促進に向けて：日米オピニオンリーダー交流

グローバル政策課題に対する日米のパートナーシップ強化
日米相互依存関係の発信強化
日本の戦略的水平線の拡大と日米対話
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1.多元的価値観の共存に向けて

文明の諸問題に対する
総合的理解の試み グローバリゼーションに対する文化指標の開発

知的財産の公共的活用促進のための仕組み作りと評価

イスラム宗教学校におけるカリキュラム改定支援
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09年度は、合計で53件、8億9,069万円の事業を実施し
ました。このうち経常事業 (事業運営、事業開発・調査、広
報 )を除いた事業は42件、4億5,044万円であり前年度に
比べ事業件数・事業費支出額ともに減少しました。
本年度は、従来の事業に比べて大型の自主事業を各分

野別に実施したことが特徴となっています。なお前年度、
海洋性国家にかかわる諸問題解決のための資金として日
本財団より助成を受けた「海洋性国家支援資金」(3億円 )

については、一般事業および笹川太平洋島嶼国基金にお
いて総額4,945万円が支出されました。

 

一般事業では、経常事業を除き14件の事業を実施し
ました。09年度は、前年度策定の新事業方針に基づく新
規ないし継続事業10件と、旧ガイドラインに基づく継
続事業4件とを並行して実施しました。
笹川太平洋島嶼国基金では、経常事業を除き2件の事
業を実施しました。6月には「海洋国家としての平和と
連帯への協力」、「島嶼国の自立への協力」を柱とする第
3次ガイドライン (09年度～ 13年度 )が策定されました。
笹川日中友好基金では、経常事業を除き15件（継続事

業7件、新規事業8件）の事業を実施しました。
笹川汎アジア基金では、経常事業を除き9件の事業を
実施しました。9月に策定された第3次ガイドライン（09

年度～ 13年度）は、「日本とアジア諸国間の交流促進」、
「域内協力の促進」、「重点地域への支援」を柱に、新規事業
として5件を実施し、旧ガイドライン事業は4件を実施
しました。
本年度に新たに設立された笹川中東イスラム基金では、

6月に策定されたガイドライン「日本からの情報発信」、
「人物交流」、「人材育成」、「海洋安全保障に関する研究」に
従い、経常事業を除き2件の事業を実施しました。 ※笹川中欧基金は2009年3月で終了いたしました。

事業費・事業件数は前年度に比べ減少したものの、
大型の自主事業を各分野で展開

＊合計は四捨五入の関係で一致しないことがある。
＊自主：「自主事業」SPF自らが実施する／委託：「委託事業」他組織に事業・業務を委託して実施する／助成：「助成事業」他組織が助成金を受けて実施する。
＊一般事業、笹川日中友好基金の自主・助成事業（各1件）については、助成部分を単体の事業とみなしているため、2件の事業としてカウントしている。

一般事業
2009年度　概況

助成事業とあわせて
大型の自主事業を
各分野別に実施 「選択」と「集中」で、

タイムリーなテーマを展開
09年度の一般事業は、08年度に策定した新事業方針
（非伝統的安全保障、人口移動に関わる問題、米国との交流事業）と
旧ガイドラインに基づく事業を並行して実施しました。
旧ガイドライン下の事業は本年度をもってすべて完了しました。

事業の詳細は▶
http://spf.org/projects/summary2009.html
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